
治療薬・予防薬開発の見通しを示すこと
新型コロナウィルスが世界に拡散され、世界経済も第二次
大戦後、最大の危機に直面しています。治療薬のないこの感
染症に対し、最初に取り組むべきことは何でしょうか。やは
り予防薬、治療薬の開発の見通しを立てることです。そのた
めに国が必要な資源を最大限に投入することが求められます。
では、現状はどうなっているのでしょうか。3月上旬、旧友で
現在新型コロナウィルス予防ワクチンの開発に取り組んでい
る大阪大学大学院医学系研究科臨床遺伝子治療学教授の森下
竜一氏に話を聞きました。森下先生はウィルスが細胞に侵入
する際に細胞に穴を開ける役割を果たすタンパク質の遺伝子
情報からDNAワクチンを開発し、そのタンパク質の抗体を作
ることを目指しています。最短であれば10月には人への予防薬
として臨床試験に入れるのではないかとの見通しをもってい
ました。森下先生の新薬に限らず可能性のあるものすべての
開発速度を早めて一つでも軌道に乗せることが大切でしょう。

疫学面の理想的な対策と社会面・経済面の対策
疫学面から取るべき対策は感染する人を出来る限り少なく

し、今提供出来る医療体制の下で、重症化した人を回復させ、
退院させることで次の患者さんにも対応出来る医療体制を維
持することが肝要です。つまり医療崩壊の防止です。感染者
を最小限にとどめるためには、人と人が接触しないことが一
番です。従って大規模集会の自粛要請や、ヨーロッパの一部
の国で行われているように、食料品店や医薬品店の一部を除
いた店舗の閉鎖も選択肢の一つでしょう。しかしこれは劇薬
です。そもそも人間は社会的な生き物です。人との交流を抜
きに生きてゆくことはできません。ですから見通しのないま
ま長期間の外出禁止を呼びかければ、人々から夢や希望を奪
ってしまうことになります。もちろん私達の暮らしそのもの
も成り立ちません。

大幅な税金の還付とその後の消費税減税を
中心とした経済政策を！
疫学的には正しい自粛をいつまで続けるのかが、経済的な

大きな課題ともなっています。問題は医療崩壊を防ぐための
対策と同時に社会へのダメージをどうコントロールするのか、
というバランスです。だからこそ、冒頭述べたように治療薬、
予防薬の見通しを国がいち早く建てることです。そのために
総力を傾けるのは当然ですが、同時にこの非常事態が過ぎる
まで、産業構造の固定費を大胆に国が補填する政策を打ち出
す必要があるでしょう。具体的には、まず過去収めた税金を
還付することで、売上減に直面した事業者に返済の必要のな
い運転資金を供給し、予防・治療薬開発の目処をつけさせる
のです。その上で消費が戻るころに消費税減税を中心とした
各種の消費刺激策を打てば、落ち込んだ経済も回復します。
非常時には、大胆かつ果断な政策が必要なのです。
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3月上旬、大阪大学大学院医学系
研究科　森下 竜一教授※が新型コロ
ナウィルスを予防するDNAのワクチ
ンの開発に着手すると発表しました。
ワクチンによって体内に抗体ができ
れば、新型コロナウィルスが入って
きても免疫が働いて感染を防ぐこと
ができます。今回開発するワクチン

は安全性が高く短期間で大量生産することが可能であり、早
期に臨床試験ができるとの見通しが示されています。世界に
先駆けて日本発のDNA
ワクチン開発が成功す
れば、将来、新型感染
症が発生したときの備
えにもなると期待され
ています。

■自分達の力でできる民間外交を！
昨年秋、「湘南日仏協会」の会長に就任。フランス語会話教室、
文化・社会講座、フランス料理教室など文化交流の機会を作り、
活動されています。民間の自分達の力でできる交流が大切だと
信じているからとの信念を持っておられます。

■フランス語圏の国々との長期にわたる関わり
稲村ケ崎に生まれ育った江尻さんは中学生時代からフランス

語を学ぶ機会が
あり、商社マン
となってからは
パリ、ブリュッ
セル、西アフリ
カなどフランス
語圏での赴任生

活だけでも約15年。各所
での様々な人との関わり
を大切にしながら多くの
ビジネス経験を積んでこ
られました。

■人と人のつながりが自然と発展し、活動に
今まで大切にしてきた人脈から、フランス語講師となる人
材、フランス三ツ星料理店で働いた友人シェフなど自然と仲間
が結び付き、活動に発展してきたとのこと。また昨年は賛同す
る仲間達と仏代表セーリングチームを迎え、市民レベルの歓迎
会を開き大いに交流を深められました。
「今はコロナウィルスに十分な警戒が必要で活動はできませ
んが、来るべき時に向けて準備は怠りません」と精力的に活動
されています。

浅尾）医療の分野には規制を緩める分野と強化する分野が
あると思います。先生は内閣府規制改革推進会議委員も
務めておられますが、まず規制を緩めるものにはどんな
ものがありますか？
森下）OTCいわゆる薬局で買える検査薬では22年ぶりに
新商品として排卵検査薬が出ます。妊娠検査薬は薬局で
買えましたが、お子さんを作りたい方は排卵日を知る為
に病院へ行かなくてはならない。働きながら病院へ行っ
て排卵日を調べて、子作りをするという無茶な話でした。
そこを気楽に自分達で調べられるようになりました。

浅尾）逆に規制を強化する方向はどうですか？
森下）今までサプリメントは誰でも何の届出を出すことな
く、売ることができました。今回、機能性表示食品とい
うものが出て、安全性のデータや製造方法などすべてを
登録しなければならなくなりました。規制を緩めなが
ら、一方で消費者の安全性を高
めるというのも一つの方向と思い
ます。
浅尾）なるほど、ありがとうござい
ました。

大阪大学　森下 竜一教授　−日本発「コロナワクチン」の開発を発表−ニュース

森下竜一教授との対談「医療における規制改革」� （2017年3月収録）

あ
さ
お
慶
一
郎

ミ
ニ
対
談
は

こ
ち
ら
➡

※森下教授は日頃からあさお慶一郎と親交があり、2017年には「医療における規制改革」についてのミニ対談もおこなっています。
ミニ対談はこちらから⬇

仏セーリングチームから送られたサインの前で
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「あさお慶一郎君を応援する会」では浅尾慶一郎の政治活動を支援する一助として
「特別賛助会員」（5,000円/年）の募集を行っております。ご入会された方には、
大船「ちいりんご」の店主 まつもとちえこさんがデザインを手掛けた、今年の干支
である子（ねずみ）の「オリジナルピンバッジ」をお送りさせていただきます。

特別賛助会員募集・
各種イベント申込

各種入会・詳細に関しましては、「浅尾慶一郎事務所」ホームページ「http://asao.net/asaokai/」又は TEL. 0467-47-5682 までご連絡ください。


